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(3) 上部構造の被災度の区分は表 3 に示す部材の損傷度の判定に基づき耐震性能残存率 R（被災した建築
物の耐震性能残存率 R は、被災前に対する被災後の耐震性能の割合で定義する）を算定し、構造躯体
の耐震性能残存率 R の値により、被災度を表 4 のように区分する。[1] 
損傷が生じた部材の耐震性能の低減率及び各部材の強度の比を表 5 に示す。 
次式は耐震性能残存率 R の略算法によるものである。（4.2） 
R = ∑	













表 1 杭基礎建物の被災度区分        表 2 直接基礎建物の被災度区分 
※：想定外、要詳細調査 




























等により R≒0 とみなせるもの 
 
表 5 部材の耐震性能低減率及び強度の比 
損傷度 せん断柱 曲げ柱 柱なし壁 柱型付壁 両側柱付壁 
Ⅰ 0.95 0.95 0.95 0.95 0.95 
Ⅱ 0.6 0.75 0.6 0.6 0.6 
Ⅲ 0.3 0.5 0.3 0.3 0.3 
Ⅳ 0 0.1 0 0 0 
Ⅴ 0 0 0 0 0 
強度の比 1 1 1 2 6 
 
基礎の沈下量（ｍ） 
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(1) A 校についての基本情報 
所 在 地  ：宮城県仙台市泉区
震 度 階  ：震度 6 弱 
構 造  ：鉄筋コンクリート造
建 築 構 成  ：校舎北棟 A（S49 年）
（図 1）  ：校舎北棟 B（S51 年）
  ：渡り廊下（S51 年）
  ：校舎南棟 A（S53 年）







































表 6 調査結果一覧 














































































写真 1 損傷度Ⅴの柱 
55
